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平
成
22
年
１
月
の
中
旬
過
ぎ
の
土
・

日
の
数
日
間
、
各
町
内
会
ご
と
に
４
月

か
ら
の
新
年
度
に
備
え
て
、
新
し
い
組

長
さ
ん
を
対
象
に
し
た
組
長
会
が
、
香

川
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
役
員
改
選
の
年
の
た
め
、
ひ

と
月
早
い
日
程
で
作
業
が
進
め
ら
れ
、

所
属
す
る
町
内
会
の
組
ご
と
に
順
番
で

選
任
さ
れ
た
新
組
長
さ
ん
は
、
お
仕
事

の
確
認
と
共
に
、
組
長
さ
ん
の
代
表
と

な
っ
て
自
治
会
の
議
決
機
関
で
あ
る
総

代
会
に
出
席
す
る
代
議
員
さ
ん
を
互
選

し
ま
し
た
。

●
組
長
さ
ん
の
お
仕
事
（
要
約
）

①
組
長
札
の
掲
示

②
自
治
会
へ
の
入
会
・
退
会
の
届
出

　

所
定
の
届
出
用
紙
を
使
用

③
連
絡
書
類
の
回
覧
お
よ
び
配
布

■
豆
知
識　

顕
彰
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
４
月
に
施
行
の 

「
神
奈
川

県
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
条
例
」
第
12
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
優
良
な
事
例
を
顕
彰
し
、
そ
の
活
動

内
容
な
ど
を
広
く
県
民
等
に
提
供
す
る

こ
と
で
、
自
主
防
犯
活
動
の
活
性
化
、

県
民
総
ぐ
る
み
の
取
組
み
へ
の
機
運
の

醸
成
を
図
る
制
度

●
平
成
22
年
２
月
10
日
（
水
曜
日
）、

県
庁
新
庁
舎
５
階
第
５
会
議
室
に
お
い

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
茅
ケ
崎
市
か
ら

は
当
防
犯

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
隊
が
、

そ
し
て
藤

沢
市
、
相

模
原
市
、

横
浜
市
な

ど
県
内
で

個
人
１
名

と
４
団
体

が
受
賞
。

　

１
月
11
日
（
成
人
の
日
）
に
開
催
さ

れ
た
第
72
回
高
南
一
周
駅
伝
大
会
（
地

区
対
抗
男
子
１
部
）
で
香
川
Ａ
チ
ー
ム

が
昨
年
の
優
勝
に
引
き
続
き
２
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
小
学
生
の
部
で
は
香
川
チ
ー
ム

が
３
位
に
入
賞
し
健
闘
し
ま
し
た
。

　

男
子
１
部
で
は
、
昨
年
12
月
の
全
国

中
学
生
駅
伝
大
会
出
場
で
エ
ー
ス
の

柿
澤
選
手
（
中
３
）
が
１
区
で
４
位
と

健
闘
し
好
位
置
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。
２
区
の
渡
邊
選
手
（
高
２
）
は

足
首
の
故
障
に
も
か
か
わ
ら
ず
２
位
に

浮
上
、
そ
し
て
３
区
ベ
テ
ラ
ン
の
葛
西

選
手
が
２
分
差
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
ト

ッ
プ
を
奪
う
と
、
４
区
竹
内
選
手
（
高

２
）、
５
区
割
方
選
手
と
も
安
定
し
た

走
り
で
そ
の
ま
ま
ト
ッ
プ
を
維
持
し
見

事
１
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

香
川
チ
ー
ム
は
昨
年
11
月
か
ら
練
習

会
を
重
ね
、
本
番
に
向
け
て
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
中
高
校
生
、
ベ
テ
ラ
ン

選
手
が
一
緒
に
な
っ
て
練
習
会
に
参
加

し
、
絶
妙
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
で

き
た
こ
と
や
、
大
会
当
日
に
は
要
所
要

所
で
香
川
チ
ー
ム
に
暖
か
い
声
援
で
、

選
手
の
背
中
を
後
押
し
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
、
２
連
覇
を
達
成
で
き
た
大

き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

小
学
生
の
部
で
１
区
の
赤
井
君
が

区
間
新
記
録
（
09
分
51
秒
）
を
、
ま
た

ア
ン
カ
ー
の
越
川
君
も
区
間
賞
（
10
分

48
秒
）
に
輝
く
な
ど
香
川
チ
ー
ム
の
将

来
が
楽
し
み
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

(

香
川
地
区
体
振　

尾
上
久
雄　

記
）

当
日
の
成
績

男
子
Ａ　

１
位　

１
時
間
26
分
11
秒

男
子
Ｂ　

９
位　

１
時
間
33
分
44
秒

男
子
Ｃ　

20
位　

１
時
間
46
分
01
秒

女
子　
　

７
位　
　
　
　

57
分
44
秒

小
学
生　

３
位　
　
　
　

55
分
47
秒

　

配
布
物
は
、
か
な
ら
ず
個
別
に
配
布

④
街
路
灯
の
点
検
管
理

　

点
灯
不
良
を
下
記
い
ず
れ
か
に
連
絡

山
田
電
気
商
会　

tel　

52-

０
２
０
５

松
浦
電
気
商
会　

tel　

86-
１
４
２
５

⑤
自
治
会
費
等
の
集
金

　

月
額
250
円
を
年
一
回
な
い
し
二
回
に

　

分
け
て
集
金
し
、
地
区
会
計
に
提
出

⑥
訃
報
の
連
絡

　

所
定
の
連
絡
用
紙
を
使
用

⑦
未
加
入
世
帯
に
対
す
る
自
治
会
加
入

　

の
促
進

⑧
防
災
訓
練
へ
の
参
加

　

不
測
時
に
組
リ
ー
ダ
の
役
割
を
分
担

⑨
そ
の
他

　

各
種
町
内
会
活
動
へ
の
支
援
と
協
力

来
年
３
月
ま
で
の
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　時　間：14時～ 16時
活　動：4～ 6人体制で
　　　1回／月程度の活動
連絡先：まちづくり部会長
　　　　西山　佳孝
電　話：５７－６９１１

４
町
内
会
�
平
成
22
年
度

に
向
け
新
組
長
会
を
開
催

■
平
成
21
年
度
総
代
会

日
程　

平
成
22
年
４
月
24
日
（
土
）　

議
題　

事
業
報
告
・

　
　
　

事
業
費
決
算
報
告
の
審
議　

他

■
平
成
22
年
度
総
代
会

日
程　

平
成
22
年
４
月
25
日
（
日
）

議
題　

事
業
計
画
・

　
　
　

事
業
費
予
算
計
画
の
審
議　

他

平
成
21
・
22
年
度

総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ

皆
さ
ん
の
活
動
が
県
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た

さ
く
ら
ハ
ウ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

連覇を達成した香川Ａチームの勇姿

見事、3 位入賞の小学生チーム

組長の役割を確認する新組長の
方々（第一町内会新組長会風景）

松沢県知事に、交番設置の要望
を伝える西山部会長

　

神
奈
川
県
犯
罪
の
無
い
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
な
る
実
践

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
、
香

川
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
は
、
松
沢
知

事
よ
り
「
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
方

々
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
思
い
ま
す
。

　

表
彰
式
後
、
知
事
と
の
懇
談
会
が

あ
り
、
香
川
駅
前
に
交
番
設
置
を
要
望

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
知
事
か

ら
は
、
今
の
と
こ
ろ
財
政
の
都
合
も
あ

り
、
現
実
的
に
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
い
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
平
成
18
年
２

月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
５
年
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
た
び
平
成
22
年
度

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

　

４
月
の
新
年
度
よ
り
、
み
ず
き
自
治

会
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
湘
北
地
区

の
防
犯
が
よ
り
一
層
強
力
に
な
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
防
犯
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　

隊
員
は
い
つ
で
も
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
　
（
ま
ち
づ
く
り
部
会
長　

西
山
）

茅
ケ
崎
高
南
一
周
駅
伝
大
会
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第
一
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

　

新
年
も
「
賀
詞
交
歓
会
」
が
終
わ
り

早
速
、
次
年
度
の
準
備
が
控
え
て
い
る
。

　

今
年
は
自
治
会
役
員
改
選
の
為
、
第

一
町
内
会
は
約
一
月
早
い
１
月
17
日
に

新
組
長
会
を
開
き
、
代
議
員
を
選
出
。

い
よ
い
よ
次
年
度
役
員
の
選
出
が
始
ま

り
ま
す
。
現
役
員
さ
ん
の
続
投
を
願
っ

て
い
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
積
極
的
な

立
候
補
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

◎
１
月
に
市
の
防
災
リ
ー
ダ
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
が
二
回
行
わ
れ
た
。

　

１
月
15
日
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で

「
中
越
大
震
災
か
ら
学
ぶ
・
自
主
防
災

組
織
は
地
域
の
要
」
と
題
し
、
避
難

所
の
開
設
か
ら
運
営
に
至
る
「
自
主

防
災
組
織
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
語
り
部
の
会
の
講
師
風
間
久

司
氏
が
講
話
。
大
災
害
が
発
生
し
た
時

の
教
訓
で
は
、
先
ず
一
、
我
が
身
を
守

れ
・
二
、
家
族
の
心
配
と
隣
近
所
の
助

け
合
い
・
三
、
行
政
の
救
援
を
待
つ
。

　

こ
の
自
助
・
共
助
・
公
助
が
基
本
で
、

そ
の
中
で
も
「
共
助
」
が
最
大
の
力
で

あ
る
こ
と
が
力
説
さ
れ
た
。

　

１
月
31
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

の
研
修
は
、
講
演
に
続
き
大
災
害
発

生
の
想
定
で
「
避
難
所
運
営
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
」
を
体
験
し
た
。

　

防
災
リ
ー
ダ
約
80
人
が
７
つ
の
避
難

所
に
分
散
し
、
避
難
者
の
状
況
・
怪
我

人
・
病
人
・
外
人
・
高
齢
者
等
と
書
か

れ
た
力
ー
ド
が
与
え
ら
れ
、
避
難
所
の

収
容
条
件
を
考
え
て
収
容
す
る
ゲ
ー
ム

で
あ
っ
た
が
、
運
営
委
員
の
意
見
も
分

か
れ
、
避
難
所
の
使
用
可
能
な
部
屋
の

状
況
も
不
明
の
中
で
、
避
難
者
は
後
を

絶
た
ず
パ
ニ
ッ
ク
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

日
頃
災
害
時
の
避
難
所
は
、
香
川

小
学
校
と
全
て
安
心
を
決
め
込
ん
で
い

る
自
分
を
反
省
さ
せ
ら
れ
た
ゲ
ー
ム
で

あ
っ
た
。

　

避
難
所
を
運
営
す
る
人
も
避
難
し

て
行
く
人
も
パ
ニ
ッ
ク
の
中
の
一
人
に

な
っ
て
し
ま
う
事
を
認
識
し
、
日
頃
か

ら
こ
の
様
な
情
景
を
頭
に
浮
か
べ
て
防

災
を
考
え
、
避
難
所
と
な
る
「
学
校
側

の
防
災
対
策
」
も
理
解
し
て
お
く
必
要

を
痛
感
し
た
。

　

平
成
20
・
21
年
度
の
役
員
活
動
も
終

わ
り
に
近
づ
き
、
各
町
内
会
は
ど
こ
も

改
選
年
度
で
何
時
も
悩
ま
さ
れ
る
時
期

で
す
。

　

４
月
か
ら
は
新
し
い
役
員
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
が
な
い
と

香
川
自
治
会
も
大
変
で
す
。
自
分
た
ち

の
住
ん
で
い
る
町
を
、
皆
で
知
恵
を
出

し
合
い
明
る
い
住
み
よ
い
町
に
し
た
い

も
の
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
の
ご

参
加
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

第
二
町
内
会
は
世
帯
数
が
増
え
、
益

々
「
皆
の
力
」
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
組
長
さ
ん
も
決
ま
り
、
新
組
長
会

議
も
４
月
３
日
（
土
）
午
後
、
香
川
公

民
館
に
て
開
催
予
定
で
す
。
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
も
４
月
よ
り
、
又
新
組
長
さ
ん

た
ち
と
町
内
の
安
全
を
図
り
危
険
を
少

し
で
も
少
な
く
し
、
地
震
災
害
に
つ
い

て
も
防
災
会
議
を
開
い
て
、
安
心
し
て

住
め
る
町
に
役
員
一
同
考
え
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

役
員
を
退
任
さ
れ
る
方
、
何
期
も
役

員
を
さ
れ
て
退
任
さ
れ
る
皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
年
度
よ
り
引
き
受
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
役
員
さ
ん
、
４
月
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
二
町
内
会

●
２
月
定
例
役
員
会

報
告
・
連
絡
事
項

①
各
町
内
会
、
各
部
会

　

１
月
度
・
活
動
報
告
及
び
連
絡
事
項

②
２
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
会
長
）

③
平
成
22
年
度
「
賀
詞
交
歓
会
」
開
催

報
告　
　
　
　
　
　
　

(

総
務
部
会)

④
香
川
小
学
校
付
近
の
横
断
歩
道
新
設

要
望
に
伴
う
交
通
誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
に
つ
い
て　
　
　

(

自
治
会
長)

⑤
会
館
内
敷
地
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
報

告　
　
　
　
　

(

会
館
建
設
検
討
会)

⑥
「
会
館
管
理
要
員
」
パ
ー
ト
募
集
に

つ
い
て　
　
　
　

(

会
館
管
理
部
会)

検
討
事
項

・
会
館
管
理
人
の
「
転
居
費
用
補
助
」

に
つ
い
て　
　
　
　
　

(

自
治
会
長)

・
自
治
会
館
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

自
治
会
長)

・
高
齢
者
の
「
組
長
さ
ん
」
免
除
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　

(

総
務
部
会)

・「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

性
化
」
の
提
案　
（
ま
ち
づ
く
り
部
会
）

　

よ
う
や
く
春
ら
し
い
陽
気
に
な
り
ま

し
た
。
卒
業
式
・
入
学
式
・
初
出
勤
と

花
の
便
り
と
と
も
に
新
し
い
出
発
が
始

ま
り
ま
す
。

◎
１
月
23
日
、
22
年
度
の
新
組
長
会
が

開
催
さ
れ
「
組
長
さ
ん
の
お
し
ご
と
」

等
の
説
明
の
後
、
22
年
度
の
新
し
い
代

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

氏
名　
　
　
　
　

組

　

Ａ　
　

福
山　

敬
二　
　

１
ー
１

　

Ｂ　
　

鈴
木　

順
一　
　

24
ー
５

　

Ｃ　
　

小
野
よ
し
の　
　

31
ー
５

　

Ｄ　
　

松
川　

義
男　
　

29

　

Ｅ　
　

石
井　

輝
海　
　

13

　

Ｆ　
　

葛
西　
　

修　
　

19
ー
２

　

Ｇ　
　

大
久
保
明
政　
　

５
ー
８

　

Ｈ　
　

中
井　

あ
や　
　

30
ー
１

　

代
議
員
は
組
長
さ
ん
の
代
表
と
し
て

自
治
会
の
事
業
計
画
や
予
算
を
審
議
決

定
す
る
重
要
な
役
割
を
に
な
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
自
治
会
・
町
内
会
役
員
も
改
選
を
迎

え
て
、
引
続
き
お
や
り
下
さ
る
方
、
新

し
く
就
任
さ
れ
る
方
と
あ
り
ま
す
が
、

4
月
か
ら
は
、
新
し
い
役
員
体
制
で
出

発
し
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
全
面
的

な
ご
協
力
を
切
望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

◎
先
日
の
自
治
会
役
員
会
で
、
高
齢
者

の
孤
独
死
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
痛
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
高
齢

社
会
と
共
に
、
こ
う
し
た
不
幸
な
ニ
ュ

ー
ス
は
こ
れ
か
ら
も
耳
に
す
る
こ
と
が

あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

　

直
接
の
関
係
者
は
勿
論
で
す
が
、
近

隣
の
方
々
の
ご
協
力
が
何
よ
り
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
も
会
員

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
、
明
る
い
、
生
き
が

い
の
あ
る
活
動
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

和
�
�
�
賀
詞
交
歓
会
開
催

香
川
の
ま
ち
に
新
た
な
年
を
迎
え

香
川
自
治
会
・

定
例
役
員
会
議
題

　

ど
う
な
る
の
？

　

香
川
の
皆
さ
ん
今
日
は
、
お
元
気
で

す
か
？
そ
う
で
す
か
何
よ
り
で
す
ね
。

早
い
も
の
で
季
節
感
は
な
ん
と
な
く
春

の
兆
し
を
漂
わ
せ
て
の
昨
今
で
す
ね
え
。

そ
う
で
も
な
い
？
、
そ
う
で
す
か
。
ま
、

そ
の
内
に
く
る
で
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り

待
ち
ま
し
ょ
う
ね
。

　

さ
て
今
回
は
月
並
み
な
話
か
ら
完
全

に
離
脱
し
た
話
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
て

み
よ
う
と
思
う
。
昨
今
世
相
の
風
は
お

金
で
滑
っ
た
転
ん
だ
と
結
構
贅
沢
な
次

元
の
低
い
話
題
で
騒
い
で
い
る
様
で
あ

る
が
日
本
国
家
を
運
転
し
て
行
く
連
中

が
、
三
輪
車
に
ま
た
が
っ
て
あ
っ
ち
見

て
チ
ョ
ロ
、
こ
っ
ち
見
て
チ
ョ
ロ
で
一

体
何
処
い
く
の
？
で
は
ね
。
平
和
日
本

ど
う
な
る
の
？
で
す
か
ね
。

　

平
和
と
言
え
ば
、
近
年
日
本
国
民
に

対
す
る
諸
外
国
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
種
々

来
て
い
る
様
で
、
某
週
刊
誌
の
中
に
拾

っ
た
面
白
く
も
納
得
す
る
部
分
を
抜
粋

し
て
み
よ
う
。
多
く
は
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ

ッ
ト(

悪
化
部
分)

現
象
を
リ
ア
ル
に

表
現
し
た
外
人
記
者
の
言
葉
で
あ
る
。

　
【
日
本
国
民
は
自
由
と
平
和
の
後
遺

症
と
言
う
病
に
侵
さ
れ
て
居
る
事
す
ら

に
気
付
く
事
な
く
、
只
平
和
の
中
に
ど

っ
ぷ
り
漬
か
っ
て
の
平
和
漬
け
物
生
活

に
甘
ん
じ
て
居
る
よ
う
だ
。

　

そ
の
結
果
、
平
和
ボ
ケ
か
ら
平
和
馬

鹿
に
成
り
下
が
り
、
情
報
ス
パ
イ
、
多

種
多
様
な
犯
罪
、
国
壊
し
等
何
で
も
出

来
る
犯
罪
自
由
国
家
日
本
の
レ
ッ
テ
ル

迄
貼
ら
れ
て
の
国
と
な
っ
た
。
自
国
の

危
機
感
な
ど
毛
頭
な
い
国
民
性
は
我
々

の
国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
姿
で
も
あ
る
。

原
因
の
そ
こ
に
は
自
己
中
心
的
感
覚
が

蔓
延
状
態
に
あ
る
事
、
自
分
の
事
だ
け

が
満
足
し
て
い
れ
ば
、
国
が
ど
う
な
ろ

う
と
知
っ
た
事
で
な
い
。

　

つ
ま
り
国
の
危
機
が
自
分
達
の
危
機

に
つ
な
が
る
事
す
ら
分
か
ら
な
い
国
民

性
。
ま
っ
た
く
ど
う
し
よ
う
も
な
い
民

族
に
な
っ
て
の
日
本
人
で
あ
る
】　
　

　

そ
れ
ほ
ど
日
本
人
馬
鹿
じ
ゃ
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
は
日
本
人
で
あ
る
、
だ

そ
う
で
す
？
。

　

だ
か
ら
ど
う
す
ん
だ
？
？
。
思
う
に

断
片
的
角
度
か
ら
の
日
本
評
価
だ
と
思

え
る
が
冷
静
に
振
り
返
る
時
、
こ
こ
数

年
来,

政
治
ガ
タ
ガ
タ
、
経
済
ボ
ロ
ボ

ロ
、
社
会
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
と
、
い
ず
れ

も
濁
音
体
形
に
成
り
つ
つ
あ
る
日
本
国

家
の
将
来
は
？
ど
っ
か
の
国
の
植
民
地

と
変
貌
し
ち
ゃ
う
の
か
も
ね
。

　

弱
体
化
す
る
日
本
国
を
ほ
く
そ
笑
ん

で
眺
め
て
い
る
国
は
あ
る
？
、
え
え
、

な
い
？
ど
っ
ち
に
し
て
も
し
っ
か
り
し

な
い
と
ね
？
日
本
人
は
。
そ
ん
な
気
が

す
る
76
才
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク

みなさん、子ども会をよろしく！

　

１
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
自

治
会
館
第
一
会
議
室
に
お
い
て
、
恒
例

の
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
服
部
茅
ケ
崎
市
長
を
は
じ

め
と
し
た
招
待
者
を
含
め
66
名
の
出
席

を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
新
年
の
幕
開

け
を
飾
り
ま
し
た
。
香
川
小
学
校
長

か
ら
は
、
生
徒

が
作
成
し
た
さ

く
ら
ハ
ウ
へ
の

感
謝
状
が
披
露

さ
れ
、
ま
ち
づ

く
り
部
会
長
西

山
氏
が
代
表
し

て
受
取
り
ま
し

た
。
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毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
ふ
れ
あ

い
部
会
主
催
の
香
川
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

が
、
寒
川
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ボ
ー
ル
に
て

１
月
30
日
（
日
）
11
時
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
現
地

に
集
合
す
る
方
々
や
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

が
手
配
し
た
送
迎
バ
ス
で
現
地
に
乗
り

込
む
方
、
わ
れ
こ
そ
は
優
勝
と
い
う
意

気
込
み
の
方
な
ど
が
勇
躍
集
合
し
ま
し

た
。

　

定
刻
に
な
っ
て
、
安
江
部
会
長
の
始

球
式
で
競
技
は
始
ま
り
、
参
加
者
は
86

名
で
小
学
生
か
ら
大
先
輩
ま
で
、
幅
広

い
年
齢
層
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
２
ゲ
ー
ム
の
総
合
得
点
で
競

い
合
い
、
３
部
門
の
優
勝
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優　

勝

　

子
ど
も
の
部

　
　

佐
々
木　

遼
介
く
ん　

２
１
７
点

　

男
子
の
部

　
　

小
林　

旭
さ
ん　
　
　

３
４
０
点

　

女
子
の
部

　
　

末
武　

昌
江
さ
ん　
　

２
５
８
点

 　

私
た
ち
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
香
川
」

は
、
香
川
在
住
で
少
し
認
知
気
味
の
方

や
体
力
の
衰
え
た
高
齢
者
、
障
害
を
お

持
ち
の
方
、
介
護
保
険
等
活
用
で
き
な

い
狭
間
に
お
ら
れ
る
高
齢
者
や
そ
の
介

護
者
の
方
々
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

平
成
８
年
４
月
に
香
川
地
域
活
動
と

し
て
開
始
し
、
今
年
で
14
年
を
迎
え
ま

し
た
。
き
っ
か
け
は
、
約
６
、４
０
０

人
も
の
犠
牲
者
が
生
じ
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
す
。

　

そ
の
多
く
の
体
験
者
か
ら
「
日
頃
、

身
近
で
見
守
り
・
助
け
合
っ
て
い
た
こ

と
が
災
難
を
最
小
限
に
で
き
た
」
と
身

近
な
助
け
合
い
が
重
要
と
の
報
道
で
し

た
。

　

活
動
は
一
、
家
庭
へ
の
支
援
（
病
院

な
ど
へ
の
送
迎
・
付
添
い
や
見
守
り
・

話
し
相
手
・
家
事
の
補
助
等
）

二
、
毎
月
１
回
（
第
４
水
曜
日
）
の
ミ

ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
月
２
回
の
サ
ロ
ン

で
す
。

　

ミ
ニ
デ
ィ
は
春
秋
の
暖
か
い
時
季
に

は
、
お
花
見
な
ど
で
近
隣
の
公
園
へ
外

出
し
ま
す
。
ま
た
夏
冬
の
厳
し
い
季
節

に
は
、
拠
点
内
で
音
楽
療
法
を
大
声
で

歌
い
、
コ
ー
ラ
ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

各
活
動
団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
、
利
用

者
の
方
々
と
共
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
の
日
は
、
三
々
五
々
足
を
運

ん
で
来
る
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
ト
ラ
ン

プ
や
カ
ラ
オ
ケ
、
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
で

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
最
大
の
楽
し
み
は
、
手
作

り
の
昼
食
で
す
。「
今
日
は
、
ど
ん
な

ご
馳
走
か
し
ら
？
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
か
く
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
利
用
者
に
と
っ
て
、 気

楽
に
過
ご
せ
る
居
場
所
で
す
。

三
、万
一
の
災
害
時
の
支
援
活
動
も
大

事
な
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
者
を
募
っ

て
い
ま
す
。

　

是
非
一
度
見
学
に
お
い
で
下
さ
い
。

活
動
拠
点
；
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
香
川
２
階

　
（
ス
ー
パ
ー
ク
ラ
ウ
ン
香
川
店
裏
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
香
川
代
表　

武
見
正
利

　
　
　
　
　
　
　
（
５
１
）
９
６
６
６

お
知
ら
せ

第
1 7
回
地
引
網
大
会

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
地
引
網
大
会
を

今
年
も
５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
に
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

楽
し
い
催
し
物
を
た
く
さ
ん
用
意
し

て
、
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ご
家
族
や
お
友
達
を
お
誘

い
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

開
催
概
要

●
日
時　

平
成
22
年
５
月
５
日
（
水
）

●
場
所　

茅
ヶ
崎
西
浜
漁
港
平
塚
寄
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
エ
門
丸

・
荒
天
の
時
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
回
覧
等
で

ご
案
内
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
部
会

子どもの部優勝　佐々木君

女子の部優勝　末武さん 男子の部優勝　小林さん レーン一杯に、大会は盛況でした

楽しい催しを企画開催

高
齢
な
の
で
�
組
長
を
免
除

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？

Ｑ＆Ａ
Ｑ　

私
は
85
歳
の
一
人
暮
ら
し
の
者
で

す
が
、
二
年
先
に
自
治
会
の
組
長
の
順

番
が
回
っ
て
き
ま
す
。

　

自
治
会
で
高
齢
者
、
例
え
ば
85
歳
以

上
の
人
は
組
長
の
役
目
を
免
除
す
る
よ

う
な
決
め
ご
と
を
作
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

ご
存
知
の
と
お
り
、
香
川
自
治
会

の
組
長
さ
ん
は
一
年
ご
と
に
、
順
番
に

持
ち
回
り
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
中
に
も
、
と
て
も
元
気
な

方
も
多
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、

あ
る
一
定
の
線
を
引
く
の
は
と
て
も
難

し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
も
組
長
さ
ん
の
仕
事
は
結
構

大
変
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
無
理
の

よ
う
で
し
た
ら
、
組
内
の
方
に
順
番
を

飛
ば
し
て
も
ら
う
よ
う
な
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
組
内
の
方
々
に
は
、
高
齢
の

た
め
組
長
さ
ん
の
仕
事
を
行
う
の
が
難

し
い
よ
う
な
場
合
は
、
パ
ス
さ
せ
て
あ

げ
る
よ
う
な
思
い
や
り
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
会
長
）

●
高
齢
独
居
者
、
孤
独
死

　

12
月
26
日
、
第
４
町
内
会
の
会
員
よ

り
同
じ
組
内
の
高
齢
独
居
者
宅
の
雨
戸

が
閉
ま
っ
た
ま
ま
、
新
聞
も
た
ま
っ
て

い
る
と
の
通
知
で
、
民
生
委
員
と
訪
問

し
た
と
こ
ろ
、
割
合
と
元
気
な
姿
を
見

せ
ま
し
た
。
し
か
し
１
月
５
日
、
そ
の

お
宅
に
救
急
車
が
到
着
し
た
と
の
連
絡

が
あ
り
、
現
場
に
行
く
と
す
で
に
死
亡

が
確
認
さ
れ
た
状
況
で
し
た
。

●
空
き
巣
発
生

　

１
月
18
日
（
月
）、
午
後
５
時
か
ら

７
時
ご
ろ
、
香
川
１
丁
目
28
番
付
近
で

空
き
巣
が
発
生
。
現
金
と
装
飾
品
の

盗
難
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
住
宅
に
入

り
込
ん
だ
後
、
玄
関
に
チ
ェ
ー
ン
を
掛

け
、
家
人
が
帰
宅
し
て
も
す
ぐ
に
は
中

に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
と
の
事

で
す
。

●
小
出
川
護
岸
広
場
の
活
用

　

12
月
15
日
、
小
出
川
の
護
岸
工
事
で

生
じ
た
広
場
の
活
用
に
つ
い
て
国
県
対

策
課
と
現
場
で
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

寒
川
と
茅
ケ
崎
市
と
の
土
地
区
分
の
確

定
後
、
ベ
ン
チ
な
ど
を
設
置
し
て
憩
い

の
場
所
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

●
防
犯
灯
の
設
置
（
移
設
）

　

第
二
町
内
会
の
香
川
４-

41-

４
付

近
に
防
犯
等
の
設
置
要
望
が
あ
り
市
安

全
対
策
課
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
今
年

度
の
設
置
予
定
は
終
了
し
て
い
ま
し
た

が
、
放
置
自
転
車
置
き
場
の
４
灯
の
う

ち
の
１
灯
を
移
設
す
る
こ
と
で
対
応
し

て
も
ら
え
ま
し
た
。

●
香
川
第
二
公
園
南
側
に
照
明
灯
増
設

の
要
望
書
を
公
園
み
ど
り
課
に
提
出
。

自
治
会
の
活
動
か
ら

自
治
会
の
活
動
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
香
川
の
紹
介



　

２
月
３
日
、
こ
の
時
期
に
し
て
は
温

か
な
日
和
の
中
、
午
後
３
時
か
ら
諏
訪

神
社
に
お
い
て
、
節
分
祭
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
お
楽
し
み
の
豆
ま

き
は
、
お
菓
子
を
袋
に
一
杯
も
ら
お
う

と
す
る
沢
山
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

第 225 号 （４）　平成 22 年 ３月 15 日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

ス
ー
パ
ー
に
男
性
め
だ
つ
年
の
暮

年
明
け
し
木
箱
積
ま
る
る
魚
市
場

　

年
末
の
売
り
出
し
の
諸
々
の
魚
の
箱
、

そ
れ
が
新
年
を
迎
え
て
空
に
な
っ
て
累

々
と
積
ま
れ
て
い
る
。
や
や
閑
散
と
し

た
魚
市
場
。「
年
明
け
し
」
が
利
い
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

乾
パ
ン
を
碎く

だ

き
し
餌
に
初
雀

居
な
が
ら
に
歌
舞
伎
三
昧
二
日
か
な　

　

こ
れ
は
や
や
一
本
調
子
な
の
が
惜
し

い
が
、
歌
舞
伎
好
き
の
人
の
正
月
。
多

分
テ
レ
ビ
で
居
乍
ら
に
新
春
の
大
歌
舞

伎
を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島　

久
江

着
ぶ
く
れ
て
席
ゆ
ず
り
合
ひ
受
診
待
つ

春
待
つ
や
歩
み
は
じ
め
の
嬰や

や

を
抱
き

　

多
分
一
歳
を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
よ
ち

よ
ち
の
嬰
を
、
ひ
ょ
い
と
抱
き
上
げ
て

頬
ず
り
を
し
乍
ら
あ
や
し
て
い
る
。
そ

の
柔
ら
か
な
温
か
み
。
正
に
「
春
を
待

つ
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

寒
の
月
鉄
の
音
し
て
門
し
ま
る

初
明
り
長な

げ
し押

に
光か

ｹ
の
翁
面

　

何
処
の
長
押
か
、
玄
関
か
ら
客
間
へ

の
廊
下
辺
り
か
。
翁
の
能
面
が
掛
っ
て

い
る
。
そ
の
目
鼻
立
ち
が
元
朝
の
光
り

の
中
に
浮
き
上
が
っ
て
い
る
。
淑
気
の

充
ち
た
作
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

幸
香

初
詣
三
社
め
ぐ
り
て
山
仰
ぐ

年
初
め
夫
よ
り
十と

と
せ年

長
く
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
花
富
士
子

少
し
ぼ
け
健
や
か
な
り
し
七
日
粥

四
日
は
や
迎
へ
し
朝
の
ミ
ル
ク
テ
ィ

　

選
者
吟

ほ
っ
こ
り
と
雪
間
の
日
ざ
し
福
寿
草

連
絡
先　

長
島
久
江　

℡
(57)
６
５
２
５

訃
報
（
平
成
22
年
2
月
18
日
現
在
）

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

若
林
ト
ク
ヨ
様　
　

92
才　

12
月
26
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

27
・
１
組

小
森　
　

務
様　
　

58
才　

１
月
８
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

33
・
４
組

宮
代　

恵
子
様　
　

76
才　

１
月
13
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

１
・
１
組

渡
邊　

長
徳
様　
　

83
才　

1
月
30
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

25
組

高
橋
ハ
ル
エ
様　
　

77
才　

２
月
１
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

４
・
２
組

田
中
日
出
子
様　
　

75
才　

2
月
18
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

20
組

　

ぼ
く
は
今
年
の
３
月
に
香
川
小
学
校

を
卒
業
し
ま
す
。

　

こ
の
６
年
間
に
た
く
さ
ん
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
６
年
間
の
中
で
、
特

に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
５
年

の
キ
ャ
ン
プ
と
６
年
の
時
の
修
学
旅
行

で
す
。

　

行
き
と
帰
り
の
バ
ス
や
電
車

の
中
、
ま
た
自
由
時
間
に
友

達
と
話
し
た
り
、
さ
わ
い
だ

り
し
た
の
が
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

子
ど
も
会
の
活
動
で
も
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。

　

映
画
か
ん
し
ょ
う
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
楽
し
い
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
地
域
の

み
な
さ
ま
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

４
月
に
な
っ
た
ら
中
学
生
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

６
年
間
の
思
い
出

　

私
は
、
こ
の
春
中
学
生
に
な
り
ま

す
。
小
学
校
の
６
年
間
、
私
に
は
と
て

も
短
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
友
達
、
先
生
、
地
域
の
方
々
に
支

え
ら
れ
、
毎
日
が
楽
し
く
過
ご
せ
た
か

ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
で
は
、
初
体
験
の
畑

で
の
野
菜
作
り
を
行
い
、
地
域

で
の
交
流
の
大
切
さ
、
野
菜

作
り
の
楽
し
さ
や
大
変
さ
を

学
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
企
画
委
員
を
担
当
さ
せ

て
も
ら
い
、
周
り
の
人
と
の

「
協
力
」
が
ど
れ
だ
け
大
切
な
の

か
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
体
験
は
地
域
の
方
々
が
あ
っ
て

の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
６
年
間
は
、
私
に
と
っ
て

最
高
の
宝
物
で
す
。
こ
の
大
切
な
思
い

出
の
つ
ま
っ
た
宝
物
を
い
つ
ま
で
も
持

ち
続
け
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

私
の
宝
物

資
源
物
収
集
補
助
金

　

平
成
21
年
７
月
か
ら
12
月
ま
で
後
期

「
三
者
協
調
型
資
源
回
収
シ
ス
テ
ム
」

で
、
香
川
自
治
会
は
左
記
の
よ
う
な
回

収
実
績
が
確
定
し
、
市
の
ゴ
ミ
対
策
課

に
補
助
金
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
今
後
と
も
資
源
物
の
分
別

収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
補
助
金
の
算
出
基
準
は
、
１
kg
あ
た

り
2.5
円
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　　平成 21 年 1 月～ 12 月
香川地区・資源物収集補助金実績

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
は

内

　

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
第
四
町
内
会

有
志
に
よ
る
「
ど
ん
ど
焼
」
の
行
事
が
、

去
る
１
月
14
日
、
午
後
３
時
か
ら
み
ず

き
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
風

も
な
く
好
天
に
も
恵
ま
れ
て
、
子
ど
も

た
ち
を
中
心
に
他
町
内
会
か
ら
も
大
勢

の
方
々
に
ご
参
加
を
戴
き
ま
し
た
。

　

ど
ん
ど
焼
は
、
小
正
月
の
前
日
に
不

用
に
な
っ
た
門
松
や
お
飾
り
な
ど
を
集

め
て
燃
や
す
「
火
祭
り
」
で
す
が
、
そ

の
火
で
焼
い
た
団
子
を
食
べ
る
と
一
年

間
は
風
邪
を
引
か
な
い
と
の
言
い
伝
え

も
あ
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
火
が
入
れ
ら
れ
ま
す
と
パ

チ
パ
チ
と
音
立
て
な
が
ら
勢
い
良
く
赤

い
炎
が
立
ち
昇
り
ま
す
。
暫
ら
く
し
て

今
度
は
、
各
自
で
持
ち
寄
っ
た
枝
に
刺

し
た
団
子
を
燃
え
さ
か
る
火
に
翳
し
て

焼
く
の
で
す
が
熱
く
て
み
ん
な
の
顔

も
赤
く
染
ま
り
寒
さ
何
ぞ
は
ど
こ
へ
や

ら
・
・
・
。
中
に
は
、
書
初
め
を
し
た

半
紙
を
燃
や
し
て
「
お
習
字
が
上
手
に

な
り
ま
す
よ
う
に
・
・
」
と
祈
る
子
ど

も
も
い
ま
し
た
。

　

や
が
て
炎
が
下
火
に
な
っ
た
頃
、
今

度
は
予
め
火
中
に
入
れ
て
お
い
た
焼
き

芋
を
掘
り
出
し
ま
す
。
こ
れ
が
思
い
が

け
な
い
掘
り
出
し
物
と
な
っ
た
よ
う
で

子
ど
も
た
ち
も
宝
探
し
を
す
る
よ
う
に

楽
し
そ
う
で
し
た
。
近
頃
は
焚
き
火
を

す
る
機
会
も
無
く
、
久
し
ぶ
り
に
火
の

温
も
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
一
時

で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
も

一
年
間
、

み
な
さ
ん

が
無
病
息

災
で
あ
り

ま
す
よ
う

に
・
・
・
。

　
（
Ｉ
Ｓ
）

香川商興会の協力で、福は内！
！

編

集

後

記

香
川
自
治
会

　

平
成
20
年
４
月
よ
り
自
治
会
の
広

報
部
会
に
参
加
し
「
皆
に
読
ん
で
も
ら

え
る
紙
面
作
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

し
２
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
励
ま
し
に
よ
り
二
ヶ
月
に

一
回
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
と
も
広
報
「
か
が
わ
」
の
た
め
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

  

（
第
一
町
内
会　

海
老
名
惇
）

　

初
め
て
の
広
報
か
が
わ
。
右
も
左
も

わ
か
ら
な
い
中
で
、
広
報
部
会
の
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
何
と
か
乗
り
切
っ

て
き
た
２
年
間
で
し
た
。

　
　
　

  

（
第
一
町
内
会　

石
井
淳
一
）

　

２
年
前
、
広
報
担
当
の
話
を
頂
き
、

戸
惑
い
な
が
ら
も
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
、

任
期
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

  　
（
第
二
町
内
会　

栢
沼
則
夫
）

廣
瀨　

貴
一

家
永　

香
里

み
ん
な
の
声

（1 月から 6 月分は清算済）

■
み
ず
き
公
園
で

　
「
ど
ん
ど
焼
」
開
催
■

　

２
期
４
年
間
、
地
域
の
こ
と
を
知

る
良
い
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活

動
に
触
れ
る
程
に
「
か
が
わ
自
治
会
、

中
々
ア
ツ
イ
！
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　

  　
（
第
二
町
内
会　

山
口
厚
子
）

　

自
治
会
か
ら
会
員
へ
情
報
を
届
け
る

パ
イ
プ
役
の
広
報
を
、
次
年
度
よ
り
一

読
者
と
し
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

又
、
住
み
よ
い
香
川
の
た
め
に
役
員
皆

様
の
熱
意
、
ご
尽
力
と
奉
仕
を
知
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

  　
（
第
三
町
内
会　

岡
本
ツ
ル
子
）

　

こ
ん
な
私
で
も
、
お
役
に
立
て
た
の

で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、

学
ぶ
こ
と
も
沢
山
あ
っ
た
二
年
間
で
、

良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

  　
（
第
三
町
内
会　

家
永
信
子
）

　

今
、
春
の
小
川
は
さ
ら
さ
ら
と
春
の

花
が
咲
き
乱
れ
る
こ
ろ
。
大
勢
の
方
々

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
笑
顔
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　

  　
（
第
四
町
内
会　

今
井
友
子
）

　

任
期
の
２
年
間
、
幾
つ
も
の
出
会
い

が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
香
川
の
人
た
ち

か
ら
色
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

  　
（
第
四
町
内
会　

加
藤
祐
子
）


